
 
 

 
 
 
（法第 28 条第 1 項関係様式） 
 

令和 4 年度 事業計画書 
令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日 

 
特定非営利活動法人 国際総合研究機構 

 
1 事業実施の計画 
(1) 科学技術、文化、教育事業として、生体計測、統合代替ホリスティック医療、人間の潜在

能力、理念政策、未来予測、先端科学技術等による支援、等に関する研究と成果の普及を

行なう。 
 (2) 保健、医療、福祉、町創り事業として、健康づくり、医療画像診断支援、保健・医療・看

護・介護・福祉に関する教育・普及、「いやしのビル」計画・拠点・街創りの企画・推進、

人財募集活動等を行なう。  
 (3) 国内・国際交流事業として、国内外の一般人、学術研究者を対象とした、生命情報科学シ

ンポジウム、関連出版支援等を行なう。 
また、人的並びに IT を活用した、種々の交流支援事業を行なう。 

 
2 事業の実施に関する事項 
(1) 特定非営利活動に係る事業 

 

事業名 事業内容 
実施

日時 
実施場所 

従事者の

人数 

受益対象者の

範囲及び人数 

支出額   

（千円） 

科学技術、

文化、教育

事業 

生体計測、統合代替ホリスティック医療、

人間の潜在能力、幸福社会理念政策、未

来創造予測、先端科学技術等による支援、

等に関する研究と成果の普及、等 

通年 

千葉、東京、

全国の研究機

関、等 

200 
国内外一般人 

 多数 
2,000,000 

保健、 

医療、福祉、 

街創り 

事業 

健康づくり（長谷）、 

医用画像診断支援、等（弘前）、 

統合代替ホリスティック医療とその研

究・教育・普及、 

「いやしのビル」計画・拠点・街創りの

企画・推進、人財募集活動等 

通年 
長野、弘前、

千葉、東京、

等 

200 
国内外一般人 

多数 
5,000,000 

 

国内・国際

交流事業 

国内外の一般人、学術研究者を対象とし

た生命情報科学シンポジウム開催・関連

出版等支援、等 

また、人的並びに IT を活用した、種々の

交流支援事業を行う。 

通年 東京、神奈川 80 
国 内 外 研 究

者、一般人 

 多数 

100,000 

 

 

 

 

 



 
 

令和 4 年度 事業計画 

令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日 
 

特定非営利活動法人 国際総合研究機構 
 

本部 ならびに 情報・研究センター 計画 
 
 

本部 計画 （在 千葉市稲毛区園生町） 
 
事業計画の推進  以下の当法人の事業計画を統括し、推進した。 
 
他法人傘下に 国際総合研究機構 (IRI,アイリ) の設立を推進 
  報告の頁参照。 

・NPO-IRI 総会は、例年のように、本件の具体化は理事会に一任する。 
 
本拠ビル計画  (仮称)「いやしのビル」構想 

報告の頁参照。 
本構想の建設自体は他資金にて行うので、当機構としては、巨額の予算計上は行わない。 
・IRI 総会は、例年のように、本件の具体化は理事会に一任する。 

 
人材の公募 

報告の頁参照。 
勤務地は、当面は千葉市稲毛区 JR 総武線 快速停車駅 近辺。 

自薦、他薦者は、山本幹男理事長まで、nsnpoiri@gmail.com  090-9232-9542 Fax 043-255-9143 

書類送付先： 理事長分室 〒263-0043 千葉市稲毛区小仲台 2-13-31 Peace 山本幹男 

 
その他は、前年を継続する 
 
 
 

情報・研究センター 計画（中心 本部内、 分室、支部その他各地に分散） 
 
・国際生命情報科学会主催 「生命情報科学シンポジウム」、関連出版等支援 

・「第 54 回」2022 年 8 月 20(土)・21 日（日）開催予定（Zoom 学会）を共催し、支援する。 当シンポジウ

ムの予稿等を掲載した学会誌   「Journal of International Society of Life Information Science」Vol.40, 

No.2 の製作支援を行なう。 

・「第 55 回」2023 年 3 月中に開催予定を共催し、支援する。 当シンポジウムの予稿等を掲載した学会誌

「Journal of International Society of Life Information Science」Vol.41,No.1 の製作支援を行なう。 

 

その他は、前年度を継続する。 
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令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日 
 

特定非営利活動法人 国際総合研究機構 
 
 

弘前支部 計画 
 

1. 読影医の読影件数に制限があるため、件数増は見込めない中ではあるが、今後とも、依頼施設及び読影

医との連携を深め、質の高い読影レポートの提供により、地域放射線医療に貢献していく。  

         

２. 今期の計画         

1）協業先との連携を深め、遠隔読影を希望する施設の情報を共有し開拓を進める。 

2）既存施設の深堀を進めるとともに、関係者との良好な関係を構築し、レポートの満足度向上を図る。 

3) 読影医の意見も反映させながら、遠隔読影システムのセキュリティ及び読影環境の向上を目指す。 

4) 引き続き新型コロナ環境下に置かれることを前提に、衛生的にも安全に読影できる環境を読影医に提供

していく。 

 
以上 

 

 

長谷支部 計画 
 

事 業 名 健康づくり事業  

事 業 内 容        地域活性化を図った「長谷気の里」構想の研究の中で、気功を活用し  

た、健康づくりの調査研究  

実 施 日 令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日  

実 施 場 所 長野県伊那市長谷地域、及び岐阜、東京等  

従 事 者 の 数 10 名  

受益対象者の範囲人数  研究者、伊那市長谷地域外一般人 多数  

収 入 110 千円  

支 出 110 千円  

内 容： 

長谷  気の里構想の一環として、分杭峠に発見された気場や人間の発する外気功等で施療を

行い、健康づくり、予防医療や予防介護等の調査、研究を行う。  

以上  

 

 

 

 
 


